
常磐大学心理臨床センター主催 第３３回公開研修会

2024

11/30
（SAT）

10:00～12:00
受付開始 9:00

子どものトラウマをどのようにとらえ，見立て，どのように関わる必要が
あるのか，トラウマ治療の経験を踏まえ解説する。PTSDだけでなく，より
幅広く「トラウマ」として影響を与える経験について理解を深める。

講師 竹内 伸 先生

おかのうえ子ども心のクリニック
児童精神科医，公認心理師，
日本EMDR学会認定コンサルタント，EMDR研究所認定ファシリテーター

■会 場 常磐大学Ｈ棟大講義室
水戸市見和1-430-1

■定 員 ４0名（先着順）

■対 象 公認心理師，臨床心理士，
公認心理師・臨床心理士をめざす大学院生，
臨床心理学領域を教えている教員の方

■参加費 無料

■駐車場 台数に限りがありますので，できるだけ公共交通機関を
ご利用ください。

■お申し込み
常磐大学心理臨床センターウェブサイトの

「公開研修会受講申し込みフォーム」にて，
2024年11月15日（金）までにお申し込みください。
お申し込みをいただいた方には，

「公開研修会受付メール」をお送りさせていただきますので，
公開研修会受付時に係の者へご提示ください。

URL：https://www.tokiwa.ac.jp/tccp/

■お問合せ
常磐大学心理臨床センター
〒310-8585
水戸市見和1-430-1
TEL：029-232-2874

■略歴
1971年東京都生まれ。群馬大学医学部卒業。
崎尾英子に師事，国立小児病院心療内科・精神科に勤務。
EMDR Level2トレーニング終了。
2002年9月より「さきお英子子ども心のクリニック」，
2022年より「おかのうえ子ども心のクリニック」にて臨床に従事。
日本EMDR学会理事，日本EMDR学会コンサルタント。
日本における子どものトラウマ治療のエキスパートの一人。

■主な著書
『EMDR標準プロトコル実践ガイドブック』
（アンドリュー・リーズ著，太田茂行/市井雅哉 監訳，2019年，p158～p182，誠信書房）
『こころの臨床アラカルト 第27巻2号』
（2008年，p201，p203， p207，p211，星和書店）
『障害児の理解と支援 ー臨床の現場へ』
（近喰ふじ子，宮尾益知ら，2008年，p191～p197，駿河台出版社）
『ニューロフィードバック』
（ジム・ロビンス著，竹内伸 監訳，竹内泰之 訳，2005年，p1～p338，星和書店）

他多数

■社会貢献活動
2024年 さいたま市児童相談所講演 「子どものトラウマケア」
2023年 HopeTree

「子どものそだちとトラウマケア 〜まわりの大人ができる心のケア〜
子ども＆思春期編」

ぎふ性暴力被害者支援センター
「子どものそだちとトラウマケア 〜まわりの大人ができる心のケア〜」

2022年 がん看護学会地方分科会
2021年 HopeTree

「子どものそだちとトラウマケア 〜まわりの大人ができる心のケア〜」
滋賀県臨床心理士会1日研修 「発達障害とトラウマ」

2020年 日本児童青年精神科・診療所連絡協議会 Web講演会 子どものトラウマ治療
「トラウマをもった子どもたちへの対応 児童精神科クリニックで気をつけること」

湖南圏自殺対策従事者研修会
「子ども・若者のSOS メッセージをどう受けとめ関わるか？」

他多数

お申し込み ＆ お問合せ

開催概要講師紹介

https://www.tokiwa.ac.jp/tccp/

